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☆基本的な測定方法は、Varian Gemeini 2000 (300 MHz) NMR 簡易測定マニュアル 1H, 13C NMR 測

定編を参照。

1. まず、測定サンプルの 1H NMR を実験エリア 1 で測定し、スペクトルを修正しておく。

2. 指定したスペクトル幅での測定

・ mf(1,3)  jexp3  wft <Return> 実験エリア 1 の FID データを実験エリア 3 にコピ

ーし、FT データとして表示させる。

・ dscale <Return> スケール表示

・ Expand スペクトルの表示されている部分以外はカット

・ movesw <Return> set spectrum width

・ nt = ○○ 積算回数の設定

・ ga <Return> 測定開始、指定したスペクトル幅で測定する

3. Cosy の測定

・ Phase Phase 合わせ

・ calfa <Return> 測定における位相あわせを lp = 0 でリセット

・ ga <Return> calfa が適当かチェックするために測定

※ 必要ならばここで Phase あわせを行う。

・ lp = 0 <Return>
・ cosy <Return> cosy 測定の画面が現れる。読まなくて OK。

・ nt? <Return>→nt = ○○ サンプルの種類によって積算回数を変更。

4 の累乗がよい。

・ ni? <Return> 通常 256、変更しなくて OK。聞かなくても OK。

・ time 測定時間を尋ねる

・ ga2d <Return> 2D HH cosy の測定開始

4. 測定の終了

☆STATUS が Acquisition から Idle になれば測定終了。Acquisition Complete が表示されたら、

・ wft2d <Return> 2D の FT データの表示

・ foldt <Return> 対角標準化（ピーク位置の補正）

5. プロット

（方法その 1）

・ plcosy(10,1.4,1) <Return> 10; 等高線の数、1.4; 等高線の幅、1; 1D スペクト

ルの実験エリア番号

☆これでプロットが終わる。等高線の数、幅は適宜指定。

（方法その 2：対話型）

※Expand などは適宜行う



・ Box→Expand カーソルを表示させ、左、右クリックで拡大する。

マウス中ボタンで Y ゲインを調節し、スペクトル

右側のバーをドラッグ。

スペクトルの下部に表示されたパラメータを見て、

スペクトルの格子が正四角形になるように調節。

・ cr = ○p  delta = ○p  crl = ○p  deltal = ○P <Return>

・ plot2d <Return> 2D プロット開始、以下のように聞いてくる。

use 1-D spectra as traces(y or n)? 1D スペクトルも書きますか？

→y <Return>

experiment number of 1H spectrum(1-15)? 1H NMR の FID データの実験エリアは？

→○○ <Return>（当てはまる実験エリアを入力）

include parameters(y or n)? パラメータも含みますか？

→y <Return>

plot gride(y or n)? 格子線も書きますか？

→y <Return>

plot size(1=square, 2=max)? プロットのサイズは？

→1 <Return>

positive? →y <Return>

For side trace, are you right(y or n)?  (I) 1H スペクトルの高さ設定。

OK なら y <Return>

変更したいなら n <Return>

please input vs value

Are you right(y or n)?
OK なら y <Return>

変更したいなら (I) から繰返す

For top trace, are you right(y or n)?  (II) 1H スペクトルの高さ設定。

OK なら y <Return>

変更したいなら n <Return>

please input vs value

Are you right(y or n)?
OK なら y <Return>

変更したいなら (II) から繰返す

☆プロット完了！

6. 測定終了

・ プローブからサンプルを取り出し、標準サンプルと交換する。

・ jexp1 <Return> 実験エリア 1 に変更

最後に標準サンプル (CDCl3) でセットアップし、ロック、シム調製。

Lock Power を 60 以上にして測定終了。Acquisition ウィンドウを閉じ、コンプレッサー OFF。

測定ノートへの記入をわすれずに。


